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輔惨

3月28日の市長選挙で初当選を果たした永貯市長は、 30日の午前10時、約500人の市民や峨 員が拍手で

山迎る中、初登}T しま した 。 rl1役所玄関前では、女子職員に花束を贈られ 、 続いて 「 これか らは、イ J)~二

I'IIT rli長が築き上げてきた大きなi立産を大切にしながら、上田市カ、さらに発展するよう Ji:ft帰りたい と思い

ます」とあいさつしました。
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「市民と市長の日」を再 開

-u寺中止し ていた「市民と市長の日

を5けから再開します。次副は、 5H 
4日(火)午前 911寺から午後 411寺まで、 r!J
役所 3階市長室で行います。お主{~ぽに
おでかけ ください。

農地問題相談日

「民地問題相談」を 5JJ 1日(11'1:riIJ 

8時30分から正午まで、市役所 2附c;
業安日会事務局で行います お討中f'こ
おでかけください
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永野さんが市長に初当選

えつ
861 -1ラー

石井市政を継承

石
井
泉
市
長
の
急
逝
に
伴
う
上
田
市
長
選
挙
は
、
三
月
二
十
八
日
行
わ
一

一
れ
ま
し
た
。
即
日
開
票
の
結
果
、
永
野
裕
貞
さ
ん

(
無
所
属
・
新
)
が
、

一
小
林
信
一
さ
ん

(無
所
属

・
新
)、

旗
原
超
さ
ん
(
共
産
・
新
)
の
二
人
を
一

一
破
り
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

一

永
野
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年
、
県
生
活
環
境
部
長
当
時
、
石
井
前
市
一

一
長
に
懇
請
さ
れ
、
周
年
四
月
か
ら
上
田
市
助
役
に
就
任
。
以
来
、
石
井
前
一

一
市
長
の
片
腕
と
し
て
、
市
政
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
四
年
間
一

一
は
、
石
井
市
政
を
継
承
し
、
長
期
基
本
構
想
の
ビ

ジ
ョ
ン
達
成
と
上
田
市
一

一
発
展
の
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

一

今
固
め
市
長
選
挙
は
、
去
る
二
月
四

日
に
石
井
泉
市
長
が
急
逝
さ
れ
た
た
め

行
わ
れ
ま
し
た
。
三
月
十
八
日
の
告
示

に
は
、
告
示
と
同
時
に
前
助
役
の
永
野

裕
貞
さ
ん
、
前
市
議
会
副
議
長
の
小
林

信
一
さ
ん
、
共
産
党
上
小
更
埴
地
区
委

員
長
の
藤
原
超
さ
ん
の
三
氏
が
立
候
補

の
届
け
出
を
し
、
二
十
八
日
の
投
票
日

ま
で
保
革
三
つ
ど
も
、
え
の
激
し
い

選
挙

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た。

開
票
は
、

即
日
開
票
で
午
後
七
時
三

十
分
か
ら
清
明
小
学
校
体
育
館
で
始
ま

.../，; 

、~ ~..~ 

r /'  

噛- .量3 ・~

m

，・
，
 

、

民
主
的
な
市
政
を
推
進

り
、
八
時
か
ら
は
二
十
分
お
き
に
開
票

速
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
八
時
二
十

分
の
二
回
目
の
速
報
(
開
票
率
四
七
%
)

で
は
、
永
野
き
ん
が
一
万
五
千
六
百
票

と
票
を
伸
ば
し
た
の
に
対
し
、
小
林
さ

ん
は
七
千
七
百
禁
、
藤
原
さ
ん
は
千
二

百
禁
と
票
が
伸
び
ず
、
こ
の
時
点
で
永

野
さ
ん
の
当
確
が
決
ま
り
ま
し
た
。
選

挙
開
票
の
結
果
は
、

別
表
の
と
お
り
で

す
。新

市
長
に
当
選
し
た
永
野
さ
ん
は
、

三
十
余
年
県
職
員
と
し
て
生
活
環
境
部

長
な
ど
の
部
長
職
を
長
年
勤
め
ら
れ
、

昭
和
五
十
三
年
四
月
に
上
田
市
の
助
役

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
四
年
間
、

豊
富
な
行
政
経
験
を
も
と
に
、
石
井
前

市
長
の
片
腕
と
し
て
市
政
の
推
進
に
努

初登斤の後、市役所玄関前であいさつする永野市長

市長選挙投票者調べ

4当:選挙有当日の 投票者数 棄権者数 投 票率
権者数

~j 37，445人 24，565人 12，880 人 65.60 0 

'1 女
41，628 27，594 14，034 66.29 

79，073 52，159 26，914 65.96 

加
速
度
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

一
方
、
社
会
福
祉
の
充
実
は
市
民
み

ん
な
の
願
い
で
あ
り
ま
す
の
で
、
総
合

め
て
き
ま
し
た
。

な
お
、
選
挙
当
日
の
有
権
者
数
七
万

九
千
七
十
三
人
に
対
し
、
選
挙
投
票
日

に
は
五
万
二
千
百
五
十
九
人
の
皆
さ
ん

が
投
票
し
ま
し
た
。
投
票
率
は
、
六
五
・

九
六
%
と
前
回
(
昨
年
十
月
)
の
投
票
率

七
八

・
八
一
%
を
か
な
り
下
ま
わ
り
、

市
長
選
と
し
て
は
戦
後
最
低
と
な
り
ま

し
た
。

市市活 門 が ........ 
:内 長環学の 市 ;
;中 職 境校 ・長 :
: 之務 部卒 ひ 略 i
:条 代 長 。ろ 歴 :
i四 理 J県さ ........ 
ー者土 教 だ : 
三。里育可永

: 番 五 早 次上野:
:地 」ー削 長田裕:
:四九慢、繊貞:

。歳 上県維(
。回 生 専な

市長 選挙最終得票

32，853票

(無効票 247票)

15，723票

3，309票

貞

超

裕

信

野

キ本

原

万丈

藤

b、 5月 いつ

民掃除を行い

| 泊潔で住み

ょっ。
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定期監査の結果公表

• 民
主
的
な
市
政
を
推
進

裕 貞殿

量平殿

永野

松野

上田市長

上田市議会議長

守

憲義

小 池

竹内

上田市監盆委員

同

上
田
市
長

市
長
と
し
て
市
政
に
取
り
組
み
、
十
一

万
市
民
各
層
の
声
に
十
分
耳
を
か
た
む

け
た
民
主
的
な
市
政
を
積
極
的
に
行
う

決
意
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
を
展
望
し
ま
す
と

交
通
渋
滞
の
解
消
や
文
化
都
市
構
想
の

実
現
な
ど
、
困
燥
な
問
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
市
政
を
い
か
に
し

て
遂
行
す
る
か
は
、
私
に
と
っ
て
大
き

な
試
練
で
あ
り
、
責
任
の
重
大
き
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
上
田
市
は
、
農
業
・
商
業
・

工
業
・
観
光
の
四
本
の
柱
が
、
そ
れ
ぞ

定期監査の結果について(報告)

地方自治法第199条第3項の規定に基づき笑施

した昭和56年 度 第 3固定期監査の結果を、次の

とおり報告します。

今
年
も
胤
消
ら
か
な
春
が
訪
れ
、
上

回
城
跡
の
桜
も
花
ほ
こ
ろ
ぶ
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
は
「
石
井
市
政
を
継
承
し
、
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
」
こ
と
を
お
脅
い
申
し
上

げ
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
絶

大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
当
選
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
謙
虚
な
気
持

ち
で
、
公
平
・
円
満
な
市
政
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

選
挙
中
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

に
、
私
は
政
党
政
派
に
と
ら
わ
れ
な
い

氷

裕

貞

加
速
度
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

一
方
、
社
会
福
祉
の
充
実
は
市
民
み

ん
な
の
願
い
で
あ
り
ま
す
の
で
、
総
合

福
祉
会
館
の
建
設
を
は
じ
め
、
き
め
細

か
な
福
祉
施
策
を
展
開
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
長
期

基
本
構
想
を
基
軸
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
市
民
み
な
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
少
し
で
も
多
く

の
み
な
さ
ま
に
喜
ば
れ
、
歓
迎
さ
れ
る

市
政
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
一
層
の
温
か
い
こ
指
導

と
力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
や
み

ま
せ
ん
。

簡
単
で
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
こ
と
申

し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

l>監査の期間

昭和57年 1月 4白から昭和57年 3月23日まで

l>監査の範囲

昭和55年度における財務に関する事務、契約の

状況、公有財産及び物品の管理などについて

l>監査の対象

財政部

財政謀、管財室(有線放送所含む)、市民税

課、資産税謀、収税謀

民生部

市民謀、国保年金謀、保健予防謀、生活環

境課、清掃事務所

社会部

母子健康センタ一

豊殿支所

塩 田 支所

川西支所

会計課

l>監査の結果

各所管における財務に関する事務は、おお

むね適正に処理されているものと認めた。

なお、それぞれの監査箇所における指摘事

項については、そのつど留意または改善を促

した。

今後とも行政の多様化に伴い、ますます増

大する事務処理にあた っては、常に能率化に

意を用い効率的執行に配慮されるよう望むも

のである 。

コい壬-ロ

野

れ
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
発
展
し
て
き
て

い
る
都
市
で
あ
り
ま
す
の
で
、
国
内
外

の
経
済
動
向
に
順
応
し
得
る
企
業
の
自

助
努
力
に
よ
り
、
安
定
し
た
成
長
を
維

持
で
き
る
構
造
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
石
井

前
市
長
さ
ん
の
ご
努
力
が
実
り
、
北
陸

新
幹
線
上
田
駅
の
併
設
も
決
ま
り
、
今

後
、
関
越
道
上
越
線
と
あ
い
ま
っ
て
、

こ
れ
ら
が
開
通
し
ま
す
と
東
京
か
ら
の

時
間
的
距
離
は
大
き
く
短
縮
さ
れ
、
産

業
の
流
通
機
構
の
改
善
な
ど
に
伴
い
、

上
田
市
は
大
都
市
近
郊
型
都
市
と
し
て

家族そろって大掃除
...-. 5月は春の大掃除月間

~-Ii ~P 

可云芳~ 春の大掃除の実施時期は、 5月いつ

ら?ネ~J ぱいです。 家族みんなで大掛除を行い
よ，~1f\J j努病害虫の発生源をなくし、清潔で住み

一 明' よい生活環境を築きましょ う。

「産直デー」は10月から再開
毎月 15日に笑施している「産直デー」は、今月(第

40回)で今年度計画がすべて終了しました。次回は、

10月から再開する予定です。ご期待ください。

「産直デー」に関するご意見、ご要望がありました

ら、生活環境課までご連絡ください。 藤

上田市産地直送事業委員会

(事務局 生活環境課生活係)宮⑫4100内線301
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ト
ン
ガ
リ
帽
子
の
時
計
台

モ
ダ
ン
な
東
塩
田
保
育
園
、
ガ
完
成

えつ広報ー-~ì 861 り-
861号 一

で

市
で
は
η

省
資
源
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
u

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い
く
た
め
、

「
資
源
活
用
推
進
本
部
]
(
本
部
長

・
永

〈
不
用
品
コ

ー
ナ
ー
〉

家
庭
や
職
場
に
あ
る
不
用
品
を
、
美

術
商
組
合
の
方
々
が
代
理
で
「
セ
リ
」

下
之
郷
地
絡
に
律
設
し
て
い
た
、
モ

タ
ン
な
束
中
池
田
保
育
闘
が
先
ご
ろ
完
成

し
、
四
月
二
日
の
闘
図
式
に
は
百
十
七

名
の
園
児
が
元
気
に
入
国
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
東
塩
団
地
区
に
は
、
若
葉

保
育
園
と
か
し
わ
保
育
園
が
あ
り
ま
し

た
が
、
東
開
棚
田
保
育
園
は
こ
の
両
国
を

統
合
し
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
新

岡
舎
は
、
鉄
骨
ブ
ロ
ッ
ク
平
屋
建
て
、
建

物
面
相
が
八
百
六
十
四
平
方

μ
あ
り、

総
事
業
政
は
約
一
億
五
千
万
円
で
す
。

外
観
で
、
ま
ず
自
に
つ
く
の
が
ト
ン

ガ
リ
帽
子
の
時
計
台
。
こ
れ
は
、
故
石

井
市
長
の

「
園
児
が
夢
を
持
て
る
よ
う

.. -" 、‘動
3、、¥

....未満児用にブランコも

用意されている広い乳
l日喧T
ノL".:丞ニ

〈
処
分
品
コ
ー
ナ
ー
〉

各
事
業
所
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
品
な
ど

(
汚
れ
物
、
は
ん
ぱ
物
で
す
が
す
べ
て

志
保
育
闘
を
」
と
の
泣
志
を
尊
重
し
て

で
き
た
も
の
で
す
。
建
物
は
、
広
場
を

囲
む
よ
う
に
コ
の
字
削
ム
に
配
抗
さ
れ
て

い
ま
す
。

各
保
育
室
は
、
天
井
か
ら
も
採
光
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
リ
、
保
育
室
と

保
育
室
の
間
に
は
、
お
互
い
が
出
入
リ
で
-

き
る
述
内
相
路
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

廊
下
は
、
帽
を
広
く
し
た
り
、
コ

ー
ナ

ー
を
取
り
除
い
て
、
園
児
同
士
が
ぶ
つ

か
る
事
故
を
な
く
す
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
未
満
児
保
育

(
O
i

二
歳
)
が
で
き
る
よ
う
に
乳
児
室
も
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

&廊下には、保育園 ら しいデザインの丸窓もあります。

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の

相
談
員
が
、
消
費
生
活
全
般
に
わ
た

っ

て
の
苦
情
や
疑
問
な
ど
の
相
談
を
お
受
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-市役所駐車場で

市
で
は
ぷ
官
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
y

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い
く
た
め
、

「
資
源
活
用
推
進
本
部
」
(
本
部
長
・
永

野
市
長
)
を
設
置
し
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
や
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の

一
環
と
し
て
、
今
年
も
「
第
八

回
資
源
活
用
広
場
」
と
「
第
三
回
む
だ

を
な
く
す
生
活
展
」
を
次
の
要
領
に
よ

り
、
五
月
九
日
間
に
開
催
し
ま
す
。

資

源

活

用

広

場

と
き
・
:
五
月
九
日
同

(
雨
天
の
場
合

は
十
六
日
制
)
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
午
後
三
時
。
た
だ
し
、
午
前
九
時

三
十
分
ま
で
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

と
ニ
ろ
:
・
市
役
所
駐
車
場
と
そ
の
周
辺

〈
不
用
品
コ
ー
ナ
ー
v

家
庭
や
職
場
に
あ
る
不
用
品
を
、
美

術
商
組
合
の
方
々
が
代
理
で
「
セ
リ
」

に
よ

っ
て
販
売
し
ま
す
。

す
で
に

砂
不
用
品
登
録
。

を
し
て
あ

り
、
ま
だ
取
り
引
き
が
成
立
し
て
い
な

い
不
用
品
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
で

き
ま
す
の
で
、
出
品
を
希
望
さ
れ
る
方

は
生
活
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

資
源
活
用
広
場
で
の
品
物
の
運
び
込
み

は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
同
十
時
ま

で
の
聞
に
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
販
売
の
場
合
、
販
売
手
数
料

と
し
て
販
売
価
格
の

一
O
%を
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
、
五
百
円
以
内
の
場

合
は
無
料
で
す
。

(
精
算
は
午
後
四
時

i
五
時
)

九

大勢の人でにき.わった昨年の資源活用広場

上田市資源活用推進本部 t 

(事務局生活環境課生活保)

宮⑫4100内線301・有線②0671

〈
処
分
品
コ
ー
ナ
ー
〉

各
事
業
所
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
ロ
聞
な
ど

(
汚
れ
物
、
は
ん
ぱ
物
で
す
が
す
べ
て

実
用
品
)
を
、
原
則
と
し
て
市
価
の
半

値
以
下
で
販
売
し
ま
す
。

む
だ
を
な
く
す
生
活
展

〈
電
気
コ
ー
ナ
ー
v

「
ク
リ
ー
ナ
ー
テ
ス
ト
装
置
」
「
漏

電
実
験
装
置
」
「
コ

l
ド
燃
焼
装
置
」

な
ど
の
実
験
セ

ッ
ト
を
展
示
、
説
明
し

ま
す
。
ま
た
、
「
電
気
よ
ろ
ず
相
談
所
」

を
開
設
し
、
電
気
に
関
す
る
す
べ
て
の

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(
協
賛
側
中
部
電
力
)

〈
ガ
ス
コ
ー
ナ
ー
v

「
都
市
カ
ス
安
全
機
器
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
、
安
全
で
上
手
な
ガ
ス
の
使
用

方
法
に
つ
い
て
展
示
、
説
明
し
ま
す
。

な
お
、
型
は
若
干
旧
型
で
す
が
、
使

用
上
ま

っ
た
く
支
障
の
な
い
ガ
ス
器
具

な
ど
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

(
協
賛
側
上
回
ガ
ス
)

〈
電
話
コ
ー
ナ
ー
v

テ
レ
ホ
ン
カ

l
(
各
種
電
話
機
展
示

車
)
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
電
話
機
を

展
示
し
ま
す
。
特
に
、
最
近
増
え
て
き

た
「
福
祉
電
話
機
」
も
各
種
展
示
し
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
正
し
い
電
話
の
利
用
方
法
な
ど

電
話
に
関
す
る
す
べ
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

(
協
賛
上
田
電
報
電
話
局
)

〈
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
〉

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
が
、
消
費
生
活
全
般
に
わ
た
っ

て
の
苦
情
や
疑
問
な
ど
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す。

ま
た
、
最
近
特
殊
販
売
と

い
わ
れ
る
販
売
方
法
で
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る

か悪
質
商
法
。
に
つ
い
て
も
、

パ
ネ
ル
な
ど
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

石
け
ん
コ
ー
ナ
ー

市
民
憲
章
に
「
き
れ
い
な
水
と
空
気

を
守
り
」
の
一
文
が
あ
る
よ
う
に
、
市

で
は

H

合
成
洗
剤
か
ら
石
け
ん
へ
の
使

用
の
切
り
替
え
。
を
お
願
い
し
て
、
水

質
汚
濁
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
石
け
ん
め
い

ろ
い
ろ
」
を
展
示
し
て
、
石
け
ん
の
説

明
を
し
ま
す
。
今
回
は
、
制
ヤ
マ
カ
石

け
ん鹸

販
売
の
協
力
で
「
粉
石
け
ん
」
「
台

所
用
石
け
ん
」
「
く
る
み
石
け
ん
」
な

ど
を
、
す
べ
て
市
価
の
二
割
か
ら
四
割

引
き
で
販
売
し
ま
す
。

粉
石
け
ん
を
使
用
し
た
こ
と
の
な
い

方
の
た
め
、
百

g
入
(
二
回
分
)
二
百

袋
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
試

し
く
だ
き
い
。

こ
の
広
場
は
、
省
資
源
・
省
エ

一

一
ネ
ル
ギ

l
対
策
の
一
環
と
し
て
実
一

一
施
す
る
催
し
で
す
の
で
、
車
で
の

一

一
ご
来
場
は
、
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮

一

一
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
に
駐
車

一

一
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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四
月
一
日
か
ら
、
中
小
企
業
融
資
の

運
転
資
金
と
設
備
資
金
の
貸
付
限
度
額

が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
運
転
資
金

えつ広報一第 861号861号一

上田市中小企業融資一覧表

保証人

資格

し 1 1.市内に居住し、
独立の生計を営

み保証能力があ

り、市税を完納

6か月 | している者
12信用保証協会の

以内|
t 代位弁済による

求償{責務を負担

していない者

据置貸付期間|金不IJ (年)貸付率貸付限度資金使途名金資

36か月
目 'ー

以内'品
7% 700再運転資金

中小企業融資

72カ‘月

以内
7.25% 

金

%

内

資

。

要

8

必

の

以

円
円nu 

A
U
 

q
4
 

1
 

設備資金

の
貸
付
限
度
額
は
五
百
万
円
か
ら
七
百

万
円
に
、
設
備
資
金
の
貸
付
限
度
額
は

千
万
円
か
ら
千
二
百
万
円
に
な
り
ま
し

た
6.75% 

400高運転資金
不況対策
資金

(2人以上)

12か月

以内

60か月

以内

700高

本人負担 5% 

利子補給1.75%

倒産防止

資金
1，000高

原則としてとら

ない。ただし、

法人は(1人以上)

必要

6か月

以内

36か月

以内
6.5% 350高

運転資金

設備資金
小規模企業事業資金

( 2人以上)上
60か月

|同
以内

7.25% 500高
運転資金

設備資金
金独 立開業資

2 ぷ市 き り低
o ;;主役中い行利上
3マ所ノj、 。 つ な 田

32商企 て中市
) 了工業 ぃ小で
へ え課融 ま企は
おとの資 す業
原員 、ほ lこ の漏虫こ

JlI 、z か関 で資の
し豆、す 、 を ほ

ま宇塩る ご友か
す玄回相 利表に
。天 商談 用の長
宮工は くと期
@会、 だおで

組合の役員

( 3人以上)

本人負担 5.5%

利子補給 2% 

A
Z
M
m
肉
日

資
。

要
8

必
の
以

H
円nu 

nu 。。 上向上 |同設備資金資金止公 害防

( 2人以上)

上

上

60か月 112か月

以内| 以内

運転資金
設備資金

転業資金不況対策

特別資金

運転資金

上
84か月

|同
以内

7% 3，000高
運転資金

設備資金
金事業資共 同

上 |問

同上|同

同

商 工 艦 砲

葉朝寝

共同事業|運転資金
資 金|設備資金

大 型庖対策特別|運転資金

近 代化資金|設備資金

(注)返済 日経過後の利子は補給しません。保証料は全額市負担です。

お問い合わせは・・・商工課商工相談所 (ft⑫4100内線604)

上

上

6.75% 

同

同

700高

1，000沼

700肖

設備資金
公共事業

資 金

血
液
は

ωの
贈
物
:
:
・

幹線の駅・ルートガ決定

上田駅は信越線上田駅に併設

日
本
国
有
鉄
道
と
同
建
設
公
団
は
、

去
る
三
月
三
十
日
、
新
幹
線
整
備
五
線

の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
北
陸
新
幹
線
・
東

北
新
幹
線
(
盛
岡
以
北
)
の
駅
・
ル
ー

ト
を
決
め
、
発
表
し
ま
し
た
。

計
画
に
よ
る
と
、
北
陸
新
幹
線
は
上

越
新
幹
線
高
崎
駅
か
ら
別
れ
て
軽
井
沢
、

佐
久
、
上
回
、
長
野
、
飯
山
、
上
越
、
富
山
、

金
沢
を
経
て
武
生
ま
で
、
線
路
延
長
四

百
四
十
キ
ロ

灯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
の
駅
は
、
全
部
で
十
七
駅
、

こ
の
う
ち
県
内
駅
は
五
駅
で
す
。
軽
井

沢
・
上
回
・
長
野
駅
は
、
在
来
線
に
併

設
さ
れ
ま
す
が
、
佐
久
・
飯
山
駅
に
は

新
駅
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

今
固
め
発
表
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
支
媛
、
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

詳
細
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ますが無痛

異常

ご了
すが、

ので、
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中

保健だよ

血
液
は

ωの
贈
物
・
・
:
・

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

献
血
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
協
力
に
よ
り
推
進
き
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
い
ま
健
康
で
も
ど
ん

な
と
き
に
病
気
や
災
害
に
み
ま
わ
れ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
血
液
を
必
要
と
す

る
人
が
、
今
日
も
何
千
、
何
万
人
と
い

ま
す
。
あ
な
た
の

y
心
。
の
豊
か
さ
の

あ
か
し
と
し
て
、
ぜ
ひ
献
血
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
、
次
の
と
お
り
献
血
事
業

を
行
う
予
定
で
す
。

@
血
液
セ
ン
タ
ー
上
回
出
張
所

と
き
:
・
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日
の

午
後
一
時
1
三
時

と
こ
ろ
:
・
第
一
中
学
校
前
上
田
市
医

師
会
内
血
液
セ
ン
タ
ー
上
回
出
張
所

(
中
央
二
|
一
一
一
一

l
一
O
)

@
日
曜
広
場
(
海
野
町
通
り
)

と
き
:
・
五
月
二
十
三
日
、
六
月
二
十

七
日
、
十
月
二
十
四
日
。
時
聞
は
、

い
ず
れ
も
「
午
前
十
時
1
正
午
と
午
後

一
時
三
十
分
1
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
海
野
町
会
館

@
各
地
区
へ
も
巡
回

連
合
自
治
会
単
位
ぐ
ら
い
に
各
地
区

へ
も
巡
回
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
献
血
を
お

願
い
し
ま
す
。
詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ

い
て
は
、
回
覧
、
「
広
報
う
え
だ
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

献
血
者
登
録
制
度

(
新
制
度

医
療
機
関
に
お
け
る
血
液
の
需
要
は
、

血
液
成
分
製
剤
が
主
体
と
な
る
た
め
に

ス
ム
ー
ズ
な
製
造
と
供
給
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
献
血
さ
れ
る
血
液

型
の
バ
ラ
ン
ス
や
季
節
的
な
血
液
不
足

を
解
消
し
、
新
鮮
な
血
液
を
安
定
確
保

す
る
た
め
「
献
血
者
登
録
制
度
」
を
本

年
新
た
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
一
年
に
二

1
三
回
、

血
液
セ
ン
タ
ー
が
最
も
血
液
を
必
要
と

し
て
い
る
と
き
に
協
力
し
て
も
よ
い
と

考
え
て
い
る
方
に
、
あ
ら
か
じ
め
氏
名
、

年
齢
、
血
液
型
、
住
所
、
電
話
番
号
を

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に
応
じ
て

指
定
の
日
時
に
血
液
セ
ン
タ
ー
で
献
血

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。
登

録
の
受
付
は
、
血
液
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
現
場
で
行
っ

て
い
ま
す
。

IH、
婦人検診で子宮頚ガンの早期発見
上田市医師会のご協力を得て、婦人検診を年間 (日曜・

祝日を除〈毎日)とおして産婦人科の医療機関で実施して

います。市内にお住まいの30歳以上のご婦人は、年に一度

は受診しましょう。

実施産婦人科…市川産婦人科、市産院、共立産婦人科、高

橋産婦人科、竹内産婦人科、豊田産婦人科、新美産婦人

科、三浦産婦人科、三好町産婦人科、長岡産婦人科、国

立東信病院

受診料・・・1，250円
検査方法一・細胞診といって、細胞をとって調べますが無痛

です。

検査結果…受診した日から 10日ぐらいかかりますが、異常

がなかった人には特に通知を差し上げませんので、ご了

承ください。

乳房集団検診で
乳ガンの早期発見

乳ガンの早期発見のため、昨年から乳房検診を実

施しています。市内では昨年、 5名の方が乳ガンで

亡くなりましたが、この乳ガンは、女性がかかるガン

のうち胃ガン、肝臓ガンに次ぐ死亡率となっていま

す。 30歳を過ぎたら年に一度は受診しましょう。

実施時期… 7月から 12月までの20日間

※詳しくは、¥1回覧のなかでお知らせします。

Rh~→友の会へ登録を

住民定期結核レントゲン検診
本年も結核ゼロを目指して、住民定期結核レントゲン検

診を実施します。

実施時期...8月17日-10月 4日

申込方法…自治会を通して配布きれる結核検診世帯台帳に

ご記入のうえ、衛生部長きんにご提出ください。

R htー)友の会は、市内にお住まいの Rh(一)の皆き

んにより組織されていて、輸血を必要とするときに

会貝相互で協力しあって命を守ろうとするものです。

現在、登録されている会員は202名ですが、まだ加入

されていない皆さんは、上回保健所環境衛生課(宮

⑫1260)か上田市役所保健予防課 (ft⑫4100 内線

288・289、有線②0721)に登録をしてください。電話

でも受け付けます。
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予
防
接
種

次
の
点
に
ご
注
意
を

昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら
五
十
八
年

三
月
ま
で
の
予
防
接
種
は
、
下
表
の

日

程
に
よ
り
実
施
し
ま
す
が
、
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
今
後
毎
月
発
行
さ
れ

る
「
広
報
う
え
だ
」
で
順
次
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

①
予
防
接
種
は
、
お
子
さ
ん
の
健
康
状

態
の
よ
い
と
き
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

会
場
へ
は
、
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態

を
よ
く
知
っ
て
い
る
方
が
お
連
れ
く

だ
さ
い
。
病
気
の
と
き
や
医
者
に
か

か
っ
て
い
る
と
き
は
、
予
防
接
種
を

受
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
か
ぜ
の
症

状
が
あ
る
と
き
や
体
に
異
常
が
あ
る

と
き
な
ど
は
、
会
場
の
担
当
医
師
が

予
防
接
種
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

②
ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
ワ
ク
チ
ン
、
麻

し
ん
(
は
し
か
)
、
風
し
ん
、

B
C
G

な
ど
の
生
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
か
ら

一
か
月
以
内
の
と
き
、
そ
の
他
の
予

防
接
種
を
受
け
て
か
ら
二
週
間
た
た

な
い
と
き
は
、
他
の
予
防
接
種
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
は
し
か
、
水
ぽ
う
そ
う
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
、
風
し
ん
、
手
足
口
病
な
ど
に

か
か
っ
た
場
合
は
、
な
お
っ
て
か
ら

一
か
月
た
た
な
い
と
予
防
接
種
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

@
予
防
接
種
を
受
け
た
当
日
と
翌
日
は

えつ広報一第 861号

っていた

っていま

入
浴
で
き
ま
せ
ん
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

を
受
け
た
と
き
は
、

B
C
G
の
接
種

日
を
含
め
て
三
日
間
入
浴
で
き
ま
せ

ん
。
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
さ
れ

た
と
き
は
、
入
浴
し
て
も
差
し
っ
か

え
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
接
種
当
日
は
必
ず
午
前
中
の
静
か
な

状
態
の
と
き
に
熱
を
計
り
、
問
診
票

と
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

⑥
三
種
混
合
(
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
)
予
防
接
種
を
受
け
る

お
子
さ
ん
で
、
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ

た
り
、
四
歳
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
り
、

一
期
を
二
回
受
け
な
い
う
ち
に
四
歳

に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
は
、
二
種
混

合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
)
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑦
破
傷
風
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き

は
、
予
防
接
種
法
の
規
定
に
よ
り
保

護
者
の
申
し
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
問
診
票
に
は
必
ず
印
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。

⑧
受
付
時
間
は
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

二
時
三
十
分
で
す
。

⑨
接
種
当
日
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
午

後
は
係
員
が
会
場
へ
行
っ
て
不
在
と

な
り
ま
す
の
で
、
午
前
中
に
お
願
い

し
ま
す
。

、家族計

ど健康に

おでかけ

各種予防接種目程表
期間別 |対象生年月日| 実 地日 |望ましい時期

初回 156.7.1 14月13日

追加| ー56.12.311 -5月28日

初回 157.1.1 110月12日

追加 -57.6.301 -11月初日

1期 155:"'¥5
1
6.3018月24日

2期 1竺':"?53.¥2.311 -10月26日

矧 |55451930

期|円i6131

法

生後 3か月 |小児まひ予防のため生ポリオワクチンを 6週間以 |個人
通知

-18か月|上の間隔をおいて 2回総口投与します。 1-
μ. 

方長，f[4妾

春期

対象年齢

生後 3か月

一18か月

(48か月)

予防接種名

急性灰白髄炎

(ポリオ)

(小児まひ)

3-8週間間隔で3回接種

1期終了後12か月 -18か月の聞に 1回接磁|個人

小学校6年生のときに 2種混合で学校で 11通知

回接穏 |広報|
(11刷、2期が終了していないと 3即lは受けられませんJ

1個別j接種により実施します。
生後18か月 l 

|市で委託した医療機関で受けてください。
-36か月|

|医療機関に事前に申し込んでい接種してください。

I 1回目・0議一 4歳までに 1回接種

2回目・小学校 1年生のときに媛純 |個人

3回目ー中学校 1年生のときに接棺 i通知
一48か月|判定はツベルクリン接種後48時間後に行い、陰性 |作

者にのみ BCG接種 白

3歳ー初固として 7日ー14日間隔で2回接種

4歳ー追加として 1回接種 |個人
|通知

小学校 3年生、中学校 1年生のときに追加として L
1回接種 '凶

期

矧

期

'
i
η
'
u
q
o
 

生後24か月

-48カ‘月1月25日

-3月25日

5月10日
-5月31日

II月 8日
ー11月30日

l期

2期

半

秋期

前期

後期

上

生後24か月

-48カ‘月

1期(48か月)

2期(66か月)

生後18か月

一36ヵ、月

(72か月)

百 日ぜき

ジ フテリア

破 傷風

(三種浪合)

麻 し ん

(はしか)

53.4 . 1 
-54.3.31 

52.4 . 1 
-53.3.31 

55年 5月31日
以前の出生者
で6歳までに
百日ぜきにか
かった人
3 i昆1期のす
んでいない人

)は接絡できる最高年齢です。

生後 3か月7月6日

-7月23日

6月 1日

-6月23日

56.4.1 

-57.3.31 
自

回

半

回

下

初

生後 3か月

-48か月

(48か月)

ツベルク リン

B C G 

1期 3-8週間間隔で2回接税

2期・・ 1期終了後12か月 -18か月の問に 1回接待
|広

3矧・・小学校 6年生のときに学校で接種

(1期.2期が幹了していないと 3則は受けられませんJ

57年度は

6月30日

7月29日

力日

年

追

毎

3議ー 15歳

1期 24か月

-72カ・月

2矧 90か月

J フテリア

破傷 風

(二階混合)

子
供
を
虫
歯
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

低
年
齢
児
の
虫
歯
の
増
加
が
社
会
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

妊
産
婦
、
乳
幼
児
健
診
時
の
歯
科
相
談

を
は
じ
め
、
保
育
園
、
学
校
を
巡
回
し

て
歯
み
が
き
指
導
な
ど
を
積
極
的
に
行

い
虫
歯
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
歯
を
守
る
」
組
織
の
育
成

各
地
区
の
保
健
補
導
員
き
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
虫
歯
予
防
に

関
心
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、

勉
強
会
な
ど
を
と
お
し
て
健
康
な
よ
い

歯
づ
く
り
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

り
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

虫
歯
予
防
に
関
心
を
お
持
ち
の
お
母

さ
ん
は
、
地
区
の
保
健
補
導
員
さ
ん
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

母
子
歯
科
窓
口
相
談

市
役
所
南
庁
舎
二
階
の
市
保
健
セ
ン

タ
ー
で
、
毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま

で
乳
幼
児
の
虫
歯
予
防
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

革対象年齢欄の(



一
か
月
た
た
な
い
と
予
防
接

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
予
防
接
種
を
受
け
た
当
日
と
翌
日
は
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家庭婦人の健康教室
より豊かで健康な生活を送っていただくために

家庭婦人を対象とした「健康教室」を次のとおり

開催します。

栄養、運動、休養、病気の予防などについて具

体的に学びます。

家庭婦人の皆さん、多数ご参加ください。

対象者...一般家庭婦人

と き…昭和58年 1月中旬 -2月中旬

ところ…市保健センタ一、川西社会福祉センター

募集人員…各会場とも 40名

内 容 …①栄養の講義と調理実習

②健康増進、成人病予防の講義

③よい歯づくり

④大切な休養とその実際

⑤体力づ くり運動

その他・・・ この健康教室は「広報うえだ」でその都

度募集 します。

健康相談に

おでかけを
市民のみなさんに 、より健康で‘明るい生活をお くっていた

だくため、各地区で保健婦による健康相談をおこ なっていま

す。

妊娠中の食事や生活、赤ちゃんの発育や育児相談、 家族計

画、血圧測定、成人病およびねたきり病人の問題なと'健康に

ついての相談に応じます。最寄りの会場へ お気軽におでかけ

くfごさい。

地区名 相 言東 日 時 問 場 所

昨ムー 日 勤務時間中 上 田 市役所保南庁健 舎相 談 室

毎月第 1.第 3火曜日午前 9:30-11 :30 緑が丘西同手口集会所
市内

毎月第 1月曜日 11 西部 公 民 館

毎月第 2・第4金曜日 11 老人福祉セ ンタ ー

毎月第 1・第 3月曜日 11 城 南 解 放 会 館
城下

毎月第 2火曜日 11 農協城下 事業 所

毎月第1・第 3火曜日 11 塩尻地区 公民 館
塩尻

毎月第 2・第4火曜日 11 秋 平日 公 民 館

川辺 毎週火曜日 11 川 辺町 会 館

泉 田 毎月第 1月曜日 11 吉 田 公民 館

毎月第 1月曜日 午後 1:30-3 :30 大屋 公会堂

毎月第2月曜 日 11 下青木 公民 館

神 川 毎月第 3月曜 日 11 国分公 民 館

毎月第 4月曜 日 11 岩下公民館

毎月第 1金曜 日 午前 9:30-11 :30 みすず台北第 l集会所

神 科 毎週月曜 日 11 上野が丘 公民 館

毎月第 2・第4月晦 日 11 盟 殿 支 所
豊殿

農村環境改善センター毎月第 1・第3火略目 11 

毎週月昭 日 11 !.i回公 民 館

毎月第 1月曜日 午後 1:30-3 :30 東塩田老人 集会 所
塩田

東円IJ山同和地区集会所毎月第 2月曜日 11 

毎月第 3月眼目 11 別 所 公 民 館

川西 毎月第 1・第 3月曜 日午円ij9 : 30 -11 : 30 川西社会福祉セ ンタコ

健康相談日程表

※当日が祝日の場合は、 中止となります。

塩田妊婦健康診査
妊娠中 を健康で過ご し、異常を早期発見し て、健全な赤

ちゃんを出産す るために行 い ます。

と き・ー毎月第 3金曜日 午後'1時30分 -2時30分

8月20日 9月間 … …) (~ 月 16 日 5 月 21 日 6 月 18 日 7 月 16 日

12月17日 58年 1月21日 2月18日 3月18日

鍵惨内容・..

問診、尿検査、 体重測定、 血液検査(梅毒)、貧血検査、

血圧測定、医師の診察、生活 ・栄養相談、歯科相談

料金…無料

持ち物・・・母子健康手帳

塩 田 母 親 学 級
妊娠中を健康で過ごし、健全な赤ちゃんを出産

するために妊娠、分娩、育児に対する知識を得て

安産の自信を持っていただくために開催し ます。

高齢者健康教室
お年寄 りの皆 さんに丈夫で長生きをしていただ

くため、今年 も各地区で「高齢者健康教室」を開

催 します。

手足 を動か し、頭を働かせ、 楽 しい笑 いの中か

ら健康づく りをしましょ う。

対象者・・・60歳以上の人および希望者 (ご家族の方

も、お気軽にお出かけ くだ さい)

と き...5月から 7月ま でレ

とニろ…各地区の公民館 など

内 容・・・①血圧測定と 健康相談

②長生きをする食事について

③健康づくり運動 とレク リエーシ ヨン

④味噌汁の塩分測定と減塩について

⑤健康な歯について

その他一-この高齢者健康教室は、各家庭へ回覧て弘

通知するほか「広報うえだ」でも お知ら

せ しまず。

妊娠から出産まで(保健婦)

妊婦体操と t木浴の実際(助産婦)

丈夫な歯をつくるために、乳房の管理

について(歯科衛生士、助産婦)

第 4国 産後の生活と家族計画(助産婦)

第 5回 新生児と育児について(医師・保健婦)

持ち物…筆記用具、母子健康手帳

(第 3回は、ハブラシ、コ ップ、タオル、手鏡も)

• -58年

と き・ー毎回午後 1時30分 -4時

ところ-一塩田母子健康センター

内 容・・・

第 1回

第 2回

第 3回
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断酒会におでかけを

ます。

酒をやめたいと思ってもなかなかやめられ

なくて悩んでいる人、またその家族の皆さん、

どうぞ断酒会へおでかけください。

と き・ー毎週木曜日 午 後 7時-9時

とニろ…上回勤労者福祉センター

連絡先・・・保健予防課ft@4100内線290

精神障害者家族会に

おでかけを

準額

度都

、 57年

精神障害者家族会では、患者によくなって

もらうには家族はどうしたらいいのかを学ん

だり、体験を話し合ったりしています。お気

軽におでかけくだきい。

と き…毎月第 1木曜日 午 後 O時30分ー

ところ・・・上回勤労者福祉センター

連絡先...精神障害者家族会事務局

宮⑫3247(午後だけ)

81) 

乳幼児健康診査
とき・ところ

昭和57年度は、下表のとおりです。

受付時間

午後 1時-2時

齢査内容

①医師の健康診査 ②体重・身長測定

③育児相談 ④離乳食実習(4か月児)

⑤歯科相談 (10か月児・ 1歳 6か月児・

3歳児) ⑥歯科健康診査(1歳 6か月児・ 3歳児)

査(3歳児)

お願い

0母子健康手帳、パスタオル 1枚をお持ちください。

0お昼寝は、早くすませてお連れください。

0お母さんのほかに、赤ち.ゃんのお世話をされている方も、で

きるだけ一緒におでかけください。

0具合の悪い赤ちゃん、都合の悪い方は、ほかにも機会があ句

ますので、ご連絡ください。

0会場では、食べものをあげないようにしましょう。

乳幼児健康診査日程表

⑦尿検

市 保健セン ター | 川西社会福祉センター | 塩田母子健康センター

4か 月 児 | 肋月児 11歳6か月児13歳児 I1 4か月児110/)'fl 児 I~ 奈月児1 3歳児I1 4 か月児 1 10月月児 I~ 奈月児 1 3歳児

生年月日同生年月日|矧生年月日|矧生年月日阿平156121J5661J551075131J潤56.12.1 ~56. 6.1~ tニー
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57年度固定資産を評価替え
=地方税法改正により新評価額に二

57年度は、固定資産の基礎となる評価額に対する評

価替えが行われました。

土地については、各地目とも評価額は上昇していま

す。家屋については、新増築の家屋は、国で定めた新

評価基準により評価額が算出され、在来家屋は、価額

の据え置き措置がとられています。

土地の固定資産税は、新しい評価額を基礎として算

出すると税負担が急激に増えるため、前回の評価替え

と同様に、今回も固定資産税が一時に増えないように

するために必要な負担調整措置がとられることになり

ました。

。固定資産税の算定方法

1 .宅地など(農地以外の土地)

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

57年度評価額
上 昇率=

56年度課税標準額

上昇率の区分

1.3倍以下のもの

1.3倍を超え、1.5倍以下のもの

1.51音を超え、1.7倍以下のもの

1. 7j音を越え、1.9倍以下のもの

1. 9j音を越えるもの

負担調整率

1.1 

1.15 

1.2 

1. 25 

1.3 

56年度課税標準額×負担調整率=57年度課税標準額
(この制が新評価古(iを産自える場合は、新評価富山とします。)

2.農地

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

57年度評価額
上昇率=

56年度課税標準額

上昇 率 の 区 分

1.15倍以下のもの

1.15倍を超え、1.3倍以下のもの

1.3倍を超え、1.5倍以下のもの

1.5倍を超えるもの

56年度課税標準額×負担調整率=57年度課税標準額

以上の1.宅地など、 2.農地により算出された57年度課

税標準額に税率古告を乗じたものが、 57年度固定資産

税になります。なお、宅地のうち小規模住宅用地(200

M までの宅地)はす、その他の住宅用地は÷の割合を評

価額に乗じた額となります。

。都市計画税の算定方法

1 .宅地など(農地以外の土地)

次の算式および下表により負担調整率を求めます。

57年度評価額
上 昇率=

56年度都市計画税課税標準額

上昇率の区分 負担調~率

1.3倍以下のもの 1.1 

1.3j音を超え、1.5倍以下のもの 1.15 
1.5倍を超え、1.7倍以下のもの 1.2 
1. 7j音を超え、1.9倍以下のもの 1.25 
1.9j音を超えるもの 1 :3 

56年度都市計画税課税標準額×負担調整率=

57年度都市計画税課税標準額
(この狐が新評価似を越える場合は、新評価制とします)

2 .農地

次の算式および下表により負担調繋E艇を求めます。

57年度評価額
上昇率=

56年度都市計画税課税標準額

上昇率の区分 I，.， -'-_ー ι

1.15倍以下のもの

1.15j告を超え、1.3倍以下のもの

1.3倍を超え、1.5倍以下のもの

1.5倍を超えるもの

56年度都市計画税課税標準額×負担調整率=

57年度都市計画税課税標準額

以上の1.宅地など、 2.農地により算出さ れた57年度都

市計画税課税標準額に税率おれ乗じた ものが、57年

度都市計画税となります。

お問い合わせ・・・資産税課

(n⑫ 4100内線236・237有線②0681)

臨羅顧壊擁
⑮ 

社会保険相談日が月 4回に

5月から2会場で

制度の広まりとともに、社会保険・年金に関係 した

いろいろの相談ごとが増えてきています。これまで、

上田市内で月 2回行われていた「社会保険相談日 」が、

5月からは月 4回、 2会場で行われること になり まし

た。小諸社会保険事務所の計画は、次のよ うに なっ て

います。ご利用ください。

b市内の千曲川右岸地区

日程…第 2・第 4火曜日(午前 9時一午後 3時)

会場…上回商工会議所

b市内の千曲川左岸地区

日程…第 1・第 3火曜日(午前 9時~午後 3時)

会 場 … 松 尾 工 業 株 式 会 社

(ただし、 5月 4日は中止します)

社会保険相談日には、小諸社会保険事務所から副長

年金専門官、相談員、社会保険相談専門員な どが、 3

人(上回商工会議所会場)、 2人(松尾工業会場)ずつ

来て相談に応じます。

56年度保険料は4月中に
新年度の納期に入っていますが、昭和56年度の保険

料(56年 4月-57年 3月)は完納されていますか。もし

未納分がありましたら、 4月30日幽までに納めてく だ

きい。

5月 1日以後になると、お手もとにある納付書では

納められなくなります。

〈国保年金標年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

Tごり

軽に

と
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司
塩
尻
地
区
公
民
館
が
先
ご
ろ
完
成
し
、
四
月
三
日

に
は
約
五
十
人
の
関
係
者
が
出
席
し
て
開
館
式
を
行

い
ま
し
た
。
同
公
民
館
は
鉄
骨
づ
く
り
二
階
建
て
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
軽
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
る
多
目
的

ホ
ー
ル
や
和
室
三
室
、
料
理
教
室
、
児
童
室
な
ど
を

備
え
、
建
て
面
積
六
五
七
百
の
す
ば
ら
し
い
建
物
で

す。

えつ広報一第 861号

下 表の

係のサ

サー ク

流を j栄

クjレてい

ますの

し、。も

V中村自治会の少年野球チームが姉妹都市鎌

倉市を訪れ、 3月22日には子供同士による親

善試合をしました。この交流は今回で 3回目

中村チームは長旅の疲れもみせず、元気にグ

ランドを飛び回 っていました。

4

司
四
月
四
目
、
今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
た
海
野
町
の
日
曜
広

場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
少
し
膚
寒
い
陽
気
で
し
た
が
、
県

警
音
楽
隊
の
演
奏
、
上
田
市
消
防
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
実
演
、
パ

ト
カ
ー
と
ハ

l
レ
l
(
二
輪
車
)
の
写
生
大
会
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ムへ来

911寺)

J 込み 〈

Fホーム

時聞の

、合わせ

司9時の

tす )

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を

ν
不
用
品
登
録
情
報
H

と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
二
十
二
回
目
で
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
ロ
同

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

( 4月 7日現在)

ソファーベッド 3年使用

スタンド型鏡 (白 )3年使用

スチール製事務机

jレームランナー 52年勝入

シンクツレくッド 2年使用
4-5人用、

都市ガス用ふろ一式 4年使用

高速ガスオーブン 56年購入

ママコート・ベビーダンス

ベビーパス・ フランコ

カラーテレビ・ステレオ

電気オルガン

大人用自転車

ゆずってください

ベビーベッド

自動車用子供いす

不用品登録情報その⑫(主なもの)

5，000円

8，000円

8，000円

9，000円

3，000円

《希望価格〉ゆずります

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
き
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
必
ず
生
活
環
境
保
へ
、
十
日

以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

都市力、ス湯沸 し器

プロノfンガスレンジ

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活環境課生活係

(包⑫4100内線301)へお気軽にご連絡を。
。紹介後のトラブルなどについては、責任を負いかねますのでご了ゑください。

4，000円

無料|学習机・洋服ダンス

応接セ ット

5，000円|食堂用テーブル

25，000円|米びつ

500円|カーペッ ト (6畳)

2，000円|座敷用テーブル

20.000円
' ぐらL、

25，000円

8，000円

15，000円

プロパンガスぶろ一式 1.5人用、 2年使用

ガスストーフー 54年購入

50c.cノ〈イク 10年使用

自動車タイヤ 6.15-13、ホイルイ寸4本

三輪自転車 53年購入

電動ミ シン 51年購入

ウイ ンドファン

ベビーラ ック 2か月使用
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勤労青少年ホーム

勤労青少年ホームに は、 lんの

ようなスポーツ及び文化|刻ifのサ

ークル活動があり、各純のサー ク

ル活動をとおして若者の交tえを深

めています。こ れ ら の サー クルて

は、クラブ員を必集し てい ますの

で 、 お 気 軽 に ご 参 加 く だ さい も

ちろん初心 者も大歓迎です

受付場所・・・勤労守少年ホームヘラ長

官官(午後 1時-I;i]911年)

のうえ、お申し 込み〈

Tごさし、。

お問い合わせ・・・勤労青少年ホーム

宮⑫7117(勤務11，);I~J の

関係上、お問い合わせ

は午後 111寺~同 9時の

聞にお願い しま す}

練
習
に
励
む
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

ンン

都市

高速7!

プロノ

ガスヲ1

50c.c 

自動

三輪

電動ミ

ウイン

ベビー

ず
M
H
介

ゆ

ぼ

紹

0

0

 

文化関係サークル

クラブ名 練習日 場所 H寺 問 f蔵 r 

日欠 占さ 楽 月・土
ホーム 午後 定!¥fJi山会、

講習室 6 :30-8 :30 県コ ./7-1レ

ギター
オミ

ホーム 午後 定期演会会

7 ンドリン 講習室 6 :30-8 :30 年l回

i1~声合 11品 木
ホーム 午後 定!Yl演奏会

音楽室 6 :30-8 :30 年1厄|

ボランティア
本

ホーム 午後 心身障在者の | 
くわのみ 小会議室 6 :30-8 :30 みなさ んと交流

社 交ダンス 木
ホーム 午後 ヨとダノ、 7J'" 

体育室 6 :30-8 :30 ラテンまで

茶 道 金
ホーム 午後

江戸千家
手口室 6 :30-8 :30 

自 主 上 映 不定期
ホーム 午後 地方に 米ない

小会議室 6 :30-8 :30 日央l曲lの上映

スポーツ関係サークル

クラブ名 練習日 士占5 所 H寺 間 {精巧一

バレーボール 月 市1"':1本育館
午後

初心者歓迎
6 :30-8 :30 

ノ〈ドミントン )-1 市民体育館
午後

初心者歓迎 |
6 :30-8 :30 

ノ〈スケ ソト
金 di 1":体育館

午後
初心者歓迎

ボール 6 :30-8 :30 

軟 式テニ ス 金 市営東コート
午後

初，c.、者歓迎
6 :30-8 :30 

li!!! J'¥テニス 火 市営米コート
午後

初心者歓迎
6 :30-8 :30 

卓 E求 火・金
ホーム内 午後

初心者歓迎
体育室 6 :30-8 :30 

~ 手 *-・土
ホーム内 午後

初心者歓迎
体育室 6 :30-8 :30 

アーチェリー 月
ホーム内 午後

用障初具害，c.、者者貸歓与・迎
体育室 6 :30-8 :30 

ご
寄
付
お
礼

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

V
株
式
会
社
八
十
二
銀
行
上
回
支
唐
様

九
万
円
交
通
遺
児
対
策
卒
業
に

V
友
の
会
様

い
す
布
団
七
十
五
枚

母
子
家
庭
な
ど
の
小
学
校
入
学
児
童
の

祝
ロ
聞
に

V
山
本
鉄
男
樟

(
念
升
)
五
千
五
百

三
十
二
円
社
会
福
祉
法
一
金
の
防
相
立
金

と
し
て

V
衛
藤
良
子
樟

(
兵
庫
県
西
宮
市
)

十
万
円
報
恩
寮
の
施
設
笠
備
に

V
日
野
重
勝
様

(
温
尻
市
)

百

万

円

報
恩
寮
の
施
設
料
品
備
に

V
山
越
完
吾
撮

(中
野
区
)

石

け
ん

二
千
百
個
生
活
保
護
世
帯
の
皆
さ
ん

V
株
式
会
社
ツ
ル
ヤ
上
回
東
唐
様

二

万
一
千
六
百
七
十
三
円
社
会
福
祉
法

金
の
和
、
立
金
と
し
て

V
井
出
克
幸
樟

(北
御
牧
村
)

上
田

市
章
入
り
花
び
ん
一

例

市

庁

合

に

'v神
科
小
学
校
六
年
二
組
一
問
機

八

千
百
四
十
三
円
社
会
福
祉
法
金
の
柏

立
金
と
し
て

V
塩

沢

享

機

(
上
釜
山
ハ
)
一
人
三

百
円
の
貯
金
消
み
通
帳
百
卜
五
冊
減

虫
、
室
口
、

小
泉
の
各
小
学
校
の
新
入

学
児
童
に
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お知らせグ
こ
ど
も
ま
つ
り
d

えつ

春の交通安全運動ガ始まつだ4月6日朝

!上田駅前などてwは「交通安全街頭指導」 ガ

:行われました。~野市長など関係者約30人

:は、黄色の羽根やパンフレツトを配りなガ

;ら、市民に交通安全を呼びかけましだ。

(写真は変通安全を呼びかける永野市長〉

び
、
ク
ラ
フ
ト
広
場
、
豚
レ

ー
ス、

川
上
野
球
教
室
、
音
楽
広
場
、
す
も

う
大
会
な
ど
(
雨
天
の
場
合
、
若

干
催
事
が
変
更
に
な
り
ま
す
)

そ
の
他
:
・
詳
し
く
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
を
ご
ら
ん
に
な
る
か
青
少
年
対

策
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

一 第 861号

上
田
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

こ
ど

も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
る

恒
例
の
「
こ
ど
も
ま
つ

り
」
を
、
今
年

も
五
月
五
日
附
子
供
の

日
に
開
催
し
ま

す
。
今
年
は
、
「
試
し
て
み
よ
う
君
の

カ
を
、
大
勢
の
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
」

を
テ
!

?
に
、
子
供
の
主
体
性
を
考
え

に
入
れ
た
催
物
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

新
緑
ま
ば
ゆ

い
五
月
、
お
昼
を
持
っ

て
ご
家
族
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
五
月
五
日
附
午
前
九
時

1
午

後
三
時
(雨
が
降
っ
て
も
行
い
ま
す
)

と
こ
ろ
・
:
上
回
公
園
一
帯

主
な
催
事
:
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
探
険
な
わ
と

ニ
タ
ー
を

戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
の

請
求
期
限
せ
ま
る

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
「
特
別
弔
慰
金
」
の
詰
求
期
限
は

五
月
七
日
で
す
。
次
に
該
当
す
る
方
で

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

市
役
所
社
会
諜
(
窓
口
十
番
)
で
至
急

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
:・
昭
和
六
年
九
月
十
八
日

(満

一
日
生
活
教
室
に

州
事
変
)
以
後
の
戦
没
者
の
公
務
扶

助
料
、
地
族
年
金
、
地
族
給
与
金
を

受
け
て
い
た
方
が
、
昭
和
五
十
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
四
月
一

日
の
聞
に
死
亡
な
ど
に
よ
り
権
利
が

な
く
な
っ
た
遺
族
、
お
よ
び
昭
和
六

年
九
月
十
八
日
(
満
州
事
変
)
以
後

の
戦
没
者
の
身
分
が
、
判
任
官
(
元

陸
海
軍
の
巡
査
、
技
手
、
従
軍
文
官
)

な
ど
の
遺
族
で
、
公
務
扶
助
料
な
ど

の
権
利
が
な
い
遺
族

支
給
遺
族
順
位
・
:
第
一

1
弔
慰
金
受
給

者
、
第
二

1
子
、
第
三

i
父
母
、
第

四

1
孫
、
第
五
H
H
祖
父
母
、
第
六

l

兄
弟
姉
妹
、
第
七

l
三
親
等
内
親
族
、

た
だ
し
、
第
三

i
第
六
は
生
計
の
あ

っ
た
人
が
先
順
位
、
第
七
は
戦
没
者

と
一
年
以
上
生
計
が
あ
っ
た
人

植
木
の
販
売
会

営
林
署
で
育
て
た
植
木
類
の
即
売
会

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
ご
家
庭
や

職
場
の
繰
化
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

と

き

:
・
四
月
二
十
九
日
附
、
五
月
八

自
由
、
五
月
九
日
間
の
午
前
九
時

1

午
後
三
時

と
こ
ろ
・

・
東
部
町
大

字

和

上

国

営

林

箸
和
緑
化
事
業
所

※
五
月
十
日
か
ら
六
月
二
十
五
日
ま
で
の

平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
(
土

附
け
は
午
前
十
一

時
ま
で
)
も
、
お

を 凹
j前i日

し 幽
Tこ
と た
き だ
は し

。事 J切
断j H1J 
に内
締 に
め 定
切 只

売
り
し
ま
す
。

ボ
ク
シ
ン
グ
の

講
習
会
を
聞
き
ま
す

体
育
課
内
上
田
市
体
育
協
会
事
務
局

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
4

上
回
市
体
育
協
会
ボ
ク
シ
ン
グ
部
で

は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
を
短
期
間
に
習
っ
て

み
よ
う
と
い
う
方
の
た
め
に
、
次
の
と

お
り
短
期
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。

対
象
者
・
・
・
満
十
五
歳
以
上
の
健
康
な
男

女
と

き

・
:
五
月
二
日
同
i
七
月
二
十
五

白
川
、
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
六

時
か
ら
と
日
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら

の
各
一
時
間

と
こ
ろ
:
市
民
体
育
館
分
室

講
習
内
容
・
:
攻
娘
、
防
御
、
柔
軟
体
操

(
や
せ
た
い
女
性
の
た
め
に
も
役
立

ち
ま
す
)
な
ど

服

装

・
:
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

会

費
:
・
一
人
二
千
円

そ
の
他
・
・
・
練
習
用
具
は
無
料
で
お
貸
し

し
ま
す
。

H
H
塩
尻
地
区
健
康
相
談

1

4
月
初
日
か
ら

塩
尻
地
区
公
民
館
に

毎
月
第
一
・
三
火
陥
日
に
農
協
塩
尻

事
業
所
で
行

っ
て

い
ま
し
た
健
康
相
談

期

は
、
四
月
二
十
日

ωか
ら
庖
民
地
区
公

民
館
で
行
い
ま
す
。

防
火
管
理
者
の

資
格
取
得
講
習
会

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線

2
1
7

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
(
上
田
中
央
消
防
署
)
で
は
、
上
小

防
火
管
理
者
協
議
会
と
共
催
に
よ
り
、

防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
会
を
次

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

講
習
日
・
:
五
月
十
日
間
と
十
一
日

ωの

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

講
習
場
所
:
・上
田
市
消
防
会
館

受
講
料
・
:
会
員
一
人
当
り
二
千
六
百
円
、

非
会
員
一
人
当
り
二
千
九
百
円

受
講
資
格
・
・
・
防
火
管
理
業
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に

あ
る
人

申
込
期
限
・
・
・
四
月
三
十
日
幽

申
込
場
所
・
・
・
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課

※
防
火
管
理
者
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
公
会
堂
、
遊
技
場
、
飲
食
庖
、
デ
パ

ー
ト
、
旅
館
、
病
院
な
ど
不
特
定
多

数
の
人
が
出
入
り
す
る
と
こ
ろ
で
、

収
容
人
員
が
三
十
名
以
上
の
と
こ
ろ

②
学
校
、
工
場
、
事
業
所
な
ど
で
収
容

人
民
がい
立
ト
名
以
上
の
と
こ
ろ



'
J

日
"
I
‘
t
h
r
a
h
抗
日

μ
h
ニh
D

事
業
所
で
行
っ
て

い
ま
し
た
健
康
相
談

G
当
者
ヨ
剖
q

d
守
世
坤
-
げ
る
と
て
則
容

人
員
が
五
十
名
以
上
の
と
こ
ろ

ル
探
険
な
わ
と
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計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

商
工
謀
計
量
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
3

商
品
の
量
目
に
対
す
る
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
各
種
デ
ー
タ
ー
や
意
見
、

苦
悩
な
ど
を
今
後
の
計
量
行
政
に
役
立

て
る
た
め
、
次
に
よ
り
計
量
モ
ニ
タ
ー

を
恭
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
:
食
料
品
関
係
の
小
売
業
を

営
ん
で
い
な
い
入
、
ま
た
は
こ
れ
に

携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭
の
主

婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
(
年

三
回
)
②
過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー

を
経
験
し
て
い
な
い
人

職
務
内
容
:
・
指
定
す
る
期
間
内
(
六
月

と
十
一
月
の
二
か
月
)
に
、
購
入
し

た
商
品
の
目
方
を
計
っ
て
日
誌
に
-記

入
し
、
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
期
限
:
・
四
月
三
十
日
幽

謝

礼

・
:
五
千
円
と
記
念
品

(検
査
用

は
か
り
と
分
銅
)

応
募
方
法
:
・
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名

(ふ
り
が
な
)、
年
齢
、
家

族
桝
成
、
電
話
番
号
を
お
書
き
の
う

え、

一T
3
8
6

市
内
大
手
一

l
一一

!
一
六
市
役
所
商
工
課
計
量
係
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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対
象
者
・
:
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
(
満

一
日
生
活
教
室
に

ご
参
加
を

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
8
5
1
7

・@
0
9
9
8

と

き

・
:
四
月
二
十
三
日
幽
午
後
一
時

三
十
分

i
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
・:
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
教

室
テ
l
マ・
:
「
薬
を
考
、
え
る
」

講

師

:
・県
薬
務
課
・
長
瀬
叶
彦
さ
ん

上
田
市
高
齢
者
学
園
の

学
生
を
募
集

社
会
課
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

市
で
は
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
人

間
性
盟
か
な
老
後
を
送

っ
て
い
た
だ
く

た
め
「
上
田
市
高
齢
者
学
園
」
を
次
に

よ
り
設
置
し
ま
す
。

入
学
資
格
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
、
お

お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
で
、
心
身

と
も
に
健
康
な
人

定
員
・
:
八
十
名
ぐ
ら
い

教

室

:
・
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

学
習
期
間
・・
六
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で

の
十
七
日
間
、
一
日
四
時
間

学
習
内
容
:・

一
般
教
養
、
専
攻
学
科
、

創
作
実
技
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど

申
込
期
間
・
:
四
月
二
十
日
附

1
五
月
十

曜
日
は
午
前
十
一
時
ま
で
)
も
、
お

四
日
樹
、
た
だ
し
、
期
間
内
に
定
員

を
満
し
た
と
き
は
、

事
前
に
締
め
切

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
先
・
:
社
会
謀
、
各
公
民
館
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
用
紙
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ー
長
野
県
発
明
研
究
会

l

却
周
年
記
念
行
事
で

発
明
展
な
ど
開
催

長
野
県
発
明
研
究
会
二
十
周
年
記
念

行
事
が
、
上
田
市
や
上
回
商
工
会
議
所
、

長
野
県
発
明
研
究
会
の
主
催
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

〈
記
念
式
典
・
表
彰
式
〉

と

き

・
:
五
月
二
日
同
午
後

O
時
三
十

分
か
ら
一
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
梅
野
町
会
館
一
階

〈
記
念
講
演
会
〉

と

き

:
・
五
月
二
日
刊
午
後
二
時
か
ら

五
時

と
ニ
ろ
:
・
海
野
町
会
館
一
階

内

容

・
:
①
「
だ
れ
に
も
出
来
る
婦
人
の

発
明
」
笹
沼
喜
美
賀
さ
ん
、
②
「
夢

の
ア
イ
デ
ア
で
日
本
を
数
う
」
盟
沢

盟
雄
さ
ん
(
社
団
法
人
発
明
学
会
々

長
)

〈
発
明
展
〉

と

き

・
:
四
月
二
十
九
日
制
か
ら
五
月

五
日
嗣

と
こ

ろ
:
上
回
西
武
デ
パ
ー
ト
四
階

5月の乳鈎児健康診査
今月の納税

第 1期

今月の納税は、国民健康保険税第 1期

です。

税金は、納期内に納入されますようご

協力ください。

今月の納期限は 4月30日幽です。

〈収税課告⑫4100内線241・有線②0691>

おさめてきずく

明るい社会

税金 を

(市内中学生納税標語入選作品)

国民健康保険税

5月の乳幼児健康診査を下記により行いま す。受付時間は、

いずれも午後 1時から 2時までです。母子健康手帳をお持ちく

ださい。

会 .t~ 健闘会 実 施 日 対 望え 児

4か月児
5月6日 56年12月16日 - 31日生

5月18日 57年 1月1日 - 15日生

10か月児
5月7日 56年 6月16日 - 30日生

5月19日 56年 7月1日 - 15日生
l二田市保健センター

5月13日 55年10月16日 - 31日生
1歳6か月児

5月28日 55年11月1日 - 15日生 l

3 歳児
5月14日 54年 4月1日 - 15日生

5月21日 54年 4月16日 - 30日生

4か月児 56年 12月165B7-
年 1月15日生

I孟国母イ(1且・健Bl康センター 10か月児
5月11日

56年 6月16日-7月15日生地Iメ 2

1議6か月児 5月20日 55年10月1日-11月15日生

4か月児 56年 12月16日
57年 1月15日生

川商社会悩祉センター I 10か月児
5月12日 56年 6月16日-7月15日生( JIII'電池l吐

l後6か月児 55年10月16日-11月15日生



に
果
樹
や
畑
作
物

(大
豆
、
ば
れ
い
し

ょ
)
、
園
芸
施
設
、
燥
機
具
共
済
な
ど
に

ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い

組
合
に
は
家
畜
診
療
所
も
お
か
れ
、
大

切
な
家
畜
を
守
る
体
勢
も
盤

っ
て
い
ま

す
。

上
田
市
と
小
県
郡
の
内
版
業
共
済
が
広
と
を
目
的
に
、
農
林
水
産
省
や
県
の
指
上
小
農
業
共
済
組
合
は
、
前
上
回
市

域
合
併
し
、
こ
の
間
月

一
日
か
ら
「
上
導
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

農
業
協
同
組
合
本
所
の
跡
を
事
務
所
と

小
牒
業
共
済
組
A
円
」
と

し

て

発

起

し

ま

こ

の

よ

う

な

広

域

化

計

画

は

県

内

し

て

い

ま

す

。
所
在
地
や
逗
話
番
号
な

し
た

。

全

域
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
田
市
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ご
述

こ
れ
は
、
水
国
利
用
再
制
対
策
な
ど
で
は
、
決
業
共
済
の
重
要
性
か
ら
農
絡
、
ご
相
談
は
新
事
務
所
へ
お
願
い
し

に
よ
る
段
業
の
変
化
や
新
し
い
共
済
事
林
謀
を
窓
口
に
農
業
共
済
組
合
と
の
速
ま
す
。

業
の
制
度
化
で
、
民
業
共
済
が
広
く
牒
携
強
化
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

所
在
地
:
・
上
回
市
大
手
二

l
三

三

業
経
営
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た

昭
和
二
十
二
年
に
農
業
災
害
補
償
法

名
称
・
:
上
小
農
業
共
済
組
合

こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
と
し
て
発
足
し
た
共
済
事
業
も
、
い

ま

電

話

番

号

・:
⑮

1
2
0
0
(代
表
)

、え

災
害
補
償
の
普
及
と
充
実
を
は
か
る
こ
で
は
水
稲
、
麦
、
蚕
繭
、
家
畜
の
ほ
か

有
線
番
号
:
・
②
7
4
8
8

、っ

国
民
年
金
の
加
入
者
が
納
め
た
保
険

…

料
は
、
将
来
の
年
金
給
付
の
財
源
と
し
一

て
桁
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
積

一

立
金
の
一
部
は
、
年
金
還
元
融
資
と
し

い

て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

上
田
市
は、

昭
和
五
十
六
年
度
に
塩
…

尻
地
区
公
民
館
、
東
塩
田
保
育
園
、

川
口

辺
小
学
校
夜
間
照
明
施
設
お
よ
び
五
十

一

五
年
度
か
ら
の
継
続
卒
業
で
進
め
て
い

一

た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
、
国
民
年
金

一

柏
立
金
逃
元
融
資
を
受
け
て
建
設
、
完

一

成
さ
せ
ま
し
た
。

一

こ
の
ほ
か
に
も
、
国
民
年
金
積
立
金

一

還
元
融
資
を
受
け
て
五
十
六

・
五
十
七

一

年
度
の
継
続
事
業
で
報
恩
寮
改
築
事
業

一

が、

十
月
の
完
成
を
目
指
し
て
進
め
ら

い

れ
て
い
ま
す
。
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上
小
の
農
業
共
済
が

広
域
合
併

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
域
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ

に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す。

近
年
の
交
通
事
故
は
、
横
断
歩
行
者

事
故
、
交
差
点
で
の
出
合
い
頭
事
故
、

カ
l
ブ
事
故
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
特

に
交
差
点
で
の
事
故
は
全
体
の
約
四

O

%
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
上
回
答
察
署
で
は
交
差

点
事
故
対
策
の
一
環
と
し
て
「
三

S
運

交差点、での交通事故防止

J~こご協力を

広報

年金積立金還元融資

老人福祉センターなどが完成

ー 第 861号

一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一、

か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

動
」
を
、
四
月
六
日
か
ら
十
二
月
末
ま

で
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
交

差
点
周
辺
の
交
通
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

確
立
、
波
及
さ
せ
、
事
故
の
防
止
を
図

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
運
転
者
の
ご
一
一
S
励
行
。

「
よ
く
見
る
、
止
ま
る
、
除
行
す
る
」

を
励
行
し
、
習
慣
づ
け
る
。

見

る

ω開
閉

(
シ

l
)

除

行

ω
「
O
〈〈

(ス

ロ

l
)

止
ま
る

ω
A，O
℃

(ス
ト

ッ
プ
)

マ
歩
行
者
、
自
転
車
の

，
=一
S
励
行
e

「
よ
く
見
る
、
止
ま
る
、
合
図
を
す

る
」
を
励
行
し
、
習
慣
づ
け
る
。

見

る

∞
何
肘

(シ
|
)

止
ま
る

ω叶
O
勺
(ス
ト

ッ
プ
)

合

図

ω
H
C
Z
〉
「
ヘ
シ
ク
ナ
ル
)
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